
祖

師

禅

に

つ

い

て

鄭

茂

換

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
十

一
「
仰
山
慧
寂
章
」
に
、
仰
山
が
香
厳
智
閑

の
悟
処
を
判
じ
て
、
「
汝
、
只
だ
如
来
禅
を
得
た

の
み
、
未

だ
祖
師
禅

を
得
せ
ず
」
と
言

っ
た
の
は
、
祖
師
禅
が
如
来
禅
に
対
す
る
新
し
い
禅

の
立
場
で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
に
は
、
祖
師
禅
が
如
来
禅
よ
り
も
悟
り

の
境
地
が
遥

か
に
高
次
元
の
も
の
と
見
て
い
る
如
く
、

九
世
紀
以
後
の

新
し
い
禅
宗
の
人

々
は
、
従
来

の
如
来
禅
の
立
場
を
越
え
、
質
的
高

い

も
の
と
自
任

す
る
祖
師
禅

の
世
界
を
展
開
し
た
。

元
来
、
如
来
禅
と
い
う
語
は
、
『
樗
伽
経
』
に
説
く
、

四
種
禅

の
最

高
境
地
を
言

い
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
達
摩
に
始
ま
る
禅

の
特
色

を

『
樗
伽
経
』
の
如
来
禅
を
用
い
た
最
初
の
人
は
、
神
会
で
あ
る
。

神
会
は
、
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
に
、

菩
提
達
摩
、
是
南
天
竺
国
、
国
王
第
三
子
、
小
少
出
家
、
智
慧
甚
深
、
於
ニ

諸
三
昧
、
獲
二如
来
禅
一

と
言
う
、

そ
の
外
、
『
神
会
語
録
』
に
も
頻

々
言
及
し
て

い
る
が
、
神

会
は
、
『
樗
伽
経
』
の
如
来
禅
を
、
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
事

よ
り
も
、

む
し
ろ
経

の
権
威
や
四
種
禅
の
最
高
の
位
だ
け
仮
り
て
、
す
で
に
北
宗

系
の
燈
史
で
初
祖
に
据
え
て
い
た
菩
提
達
摩
を
奪

っ
て
、
神
会
が
主
唱

す
る
南
宗
の
祖
と
し
、
そ
の
達
摩
に
始
ま
る
南
宗
禅
が
即
ち
如
来
禅
で

あ
る
と
特
色
づ
け
た
の
で
あ
る
。
後
に
神
会

の
第
五
代
目
の
伝
承
を
自

任
す

る
圭
峯
宗
密

も

『
禅
渡
諸
詮
集
都
序
』
に
、
禅
を

五

つ
に
分
類

し
、
最
も
勝
れ
た
最
上
乗
禅
を
如
来
清
浄
禅
と
も
名
づ
け
、
神
会
が
主

張
し
た
如
来
禅
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
承
け
、
体
系
づ
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
九
世
紀
初

『
宝
林
伝
』
の
出
現

と
共
に
、
そ
の
如
来
禅

の
立
場
を
越
え
よ
う
と
す
る
祖
師
禅
が
主
張
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
「祖

師
」
ど
い
う
言
葉
は
、
も
と

『
漢
書
』
の
外
戚
伝
に
、

一
派
の
学
問
の

創
始
者
に
対
す
る
呼
称
で
、
尊
敬
の
意
が
込
ら
れ
た
中
国
固
有
の
語
で

あ
る
。
し
か
し
、
後
の
中
国
仏
教
に
お
い
て
祖
師

と
い
う
称
号
が
、
仏

や
如
来
の
如
く
仏
教
の
理
想
的
な
人
格
を
表
わ
す
新
し
い
名
称
と
し
て

登
場
し
始
め
た
の
は
、
唐
初
期
禅
宗
系
の
人
々
の
独
創
で
あ

っ
た
。

い
・っ
た
い
中
国
仏
教
に
お
け
る
祖
師
と
い
う
呼
称
は
、
天
台
智
顕
の

『
摩
詞
止
観
』
巻

一
に
、
竜
樹
を
天
台
宗
の
遠
祖

と
推
仰

さ
れ
、
「高

祖
師
」
と
呼
ん
だ
例
が
最
も
古
い
。
竜
樹
は
、
八
宗
の
祖
と
も
言
わ
れ

祖
師
禅

に
つ
い
て

(
鄭
)
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る
よ
う
に
、
他
宗
で
は
宗
祖
の
意
味
で
呼
ば
れ
た
が
、
し
か
し
後

の
禅

宗
で
は
、
伝
燈
説
の
確
立
と
共
に
、
釈
尊
所
伝
の
正
法
相
承
の
伝
法
祖

師
の

一
人

と
し
て
取
り
扱

っ
て
い
る
。
竜
樹
の
外
、

イ
ン
ド
大
乗
仏
教

の
学
派
の
開
創
者
、
例
え
ば
馬
鳴
や
世
親
等
も
、
禅
宗
の
伝
燈
祖
師
の

一
人
と
し

て
入
れ
て
い
る
事
は
、
注
目
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
祖
師
禅
の
禅
宗
が
、
た
だ
階
唐
宗
派
仏
教
の
一
つ
で
あ
る
見
地
を

越
え
、
む
し
ろ
従
来
諸
宗
派
仏
教
を
統
合
し
た
新
た
な
中
国
仏
教

の
立

場
に
立
つ
事

を
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
北
魏

の
名
僧
、
仏
陀
禅
師
を

「祖
師
三
蔵
」
と
呼
ん
だ
例
も
あ

る
が
、
達
摩
系
の
禅
宗

に
お

い
て
は

「法
如
禅
師
行
状
」
が
最
も
早

い
。

こ
の
碑
文
に
は
、
達
摩
に
対
し
て
は

「南
天
竺
三
蔵
法
師
」
と
言

う
が
、
師
、

弘
忍
に
対
し
て
は

「
祖
師
」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
注

目
し
た
い
。

浄
覚

の

『榜
伽
師
資
記
』
序
に
も

安
州
寿
山
大
和
上
、
誰
蹟
、
…
…
是
薪
州
東
山
忍
大
師
伝
燈
弟
子
也
。
…
…

祖
忍
大
師
授
記

云
安
州
有

一
箇
、
即
我
大
和
上
是
也
。
…
…

と
叙
し
て
い
る
よ
う
に
、
祖
師
や
伝
燈
と
い
う
言
葉
も
最
早
こ
の
時
期

に
至
る
と
禅
宗
独
特
の
固
有
名
詞
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

特
に

「
祖
忍
大
師
授
記
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
仏
や
如
来
の

位
で
行
な
わ
れ
た
経
典
上
の
語

「
授
記
」
も
禅
宗
の
祖
師

の
立
場

で
施

す
事
と
な

っ
て
い
る
。
『榜
伽
師
資
記
』
の
外
、
『伝
法
宝
紀
』
等
、

八

世
紀
初
の
禅
宗
史
書
で
は
、

こ
の
授
記
と
同
じ
意
味
で
、
師
か
ら
弟
子

へ
の
伝
持
伝
法
の
手
続
ぎ
を
表
わ
す
語
と
し
て
、

付
嘱
や
印
可
等
、

特

殊
な
禅
宗
の
用
語
で
示
さ
れ
た
事
も
合
わ
せ
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

事
実
、
弘
忍
に
帰
せ
ら
れ
る

『
修
心
要
論
』
に
、

欲
レ知
二法
要
噛
守
心
第

一
。
此
守
心
者
、
乃
是
浬
繋
之
根
本
、
入
道
之
要

門
。
十
二
部
経
之
宗
、
三
世
諸
仏
之
祖
。

と
、
弘
忍
自
身
に
よ

っ
て
祖
に
対
す
る
解
釈
を
論

じ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
な
初
期
禅
宗
に
お
い
て
-最
初
の
出
来
事
で
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
達
摩
系
の
禅
宗
に
お
い
て
祖
師
と
い
う
呼
称
は
、
始
め

東
山
法
門

の
開
創
者
、
弘
忍
に
対
し
て
弟
子
た
ち
が
極
め
て
単
純
な
尊

敬

の
意
味
で
呼
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
後
の
中
国
禅
宗
に
お
い
て

「
如
何
是
祖
師
西
来
意
」
と
い

う
定
型
句
の
公
案
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
祖
師
と
い
う
称
号
は
、

弘
忍
よ
り
菩
提
達
摩
の
方

へ
移
せ
ら
れ
、
達
摩
よ
り
始
ま
る
禅
仏
教
を

祖
師
禅
と
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

「如
何
是
祖
師
西
来
意
」
と
い
う
公
案
は
、
恐
ら
く

『
祖
堂
集
』
巻

三

「老
安
国
師
章
」
に
、
弟
子
坦
然
が
問
い
か
け
た
も
の
が
最
古
の
例

で
あ
ろ
う
が
、
羊
楡
撰

「景
賢
大
師
身
塔
」
(全
唐
文
三
六
二
)
に
は
、

「祖
師
達
摩
西
来
」
と
あ
り
、
『
歴
代
法
宝
記
』
に
も
、
常

に
達
摩
を

「
西
来
伝
法
祖
師
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
八
世
紀
中
期
、
西
天

祖
統
説
が
主
張
さ
れ
、
禅
宗
の
教
判
と
も
言
い
得

る
べ
き
伝
燈
説
の
形
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成
と
共
に
、
達
摩
は
、
西
来
伝
法
祖
師
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
初
期
禅
宗
に
お
け
る
達
摩
像
の
変
遷
は
、
各
時

代
の
要
請
に
応
じ
、
様
々
に
変
貌
す
る
が
、
達
摩
の
西
来
伝
法
祖
師

の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
更
に
南
宗
の
祖
師
、
曹
渓
慧
能
の
方

へ
移
さ
れ
、

つ
い

に
仏
教
の
理
想
的
な
人
格
、
、仏
や
如
来
に
代
り
、
禅
宗
の
理
想
的
な
人

格
と
し
て
の
祖
師
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
れ

は
、
や
は
り
中
国
禅
宗
の

一
大
革
新
を
呼
び
起
こ
し
た
慧
能
や
神
会

の

時
代
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
神
会

は
、
『
菩
提
達

摩
南
宗
定
是
非
論
』
に
、
達
摩
を
如
来
禅
の
祖
と
し
、
嵩
山
少
林
寺
で

慧
可
に
印
可
し
、
そ
の
伝
信
の
証
し
と
し
て
袈
裟
を
伝
え
た
と
い
う
伝

衣
説
、

し
か
も
そ
れ
は

一
代

一
人
付
法
で
、
曹
渓
慧
能
は
正
し
く
達
摩

よ
り
第
六
代
目
の
祖
師

で
あ
る

と
主
張
す
。
ま
た
敦
燈
本

『
六
祖
壇

経
』
の
始
め
に
語
ら
れ
て
い
る
五
祖
弘
忍
門
下
の
神
秀
と
盧
行
者
慧
能

と
の
心
偶
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物
語
、
弘
忍
は
、
そ
の
心
偶
を

検
し
、
達
摩
所
伝
の
伝
信
の
袈
裟
を
以
て
第
六
代
目
の
祖
師
と
認
め
よ

う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
衣
説
、
或
は
伝
法
偶
等
、
謂
る
印
可
の
証
し
の
伝
授

が
、
禅
宗

に
お
け
る
祖
師
と
い
う
位
置
や
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
潮
さ
せ

た
重
要
な
働
き
と
な

っ
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
特
に
看
過
で
き
ぬ
事
実
は
、
祖
師
と
い
う
位
置
が
す
で
に
仏

や
如
来
と
同
じ
く
聖
な
る
位
と
し
て
認
め
さ
せ
て
い
る
事
で
あ
る
。
例

え
ば
敦
煙
本

『
六
祖
壇
経
』
の
心
偶
の
所
に
、
神
秀
を
し
て
、

我
将
心
偶
上
五
祖
呈
意
。
求
レ法
即
善
、
覚
レ祖
不
善
、
却
同
凡
心
奪
其
聖
位
。

(修
)

若
不
呈
心
、
終
不
得
法
。

と
独
白
さ
せ
て
い
る
事
で
あ
る
。
ま
た
、

秀
上
座
言
、
罪
過
、
実
是
神
秀
作
、
不
二敢
求
フ祖

と
言
わ
せ
て
い
る
。

こ
こ
の
祖
位
は
確
か
に
凡
夫
の
次
元
で
得
難

い
尊

い
聖
な
る
位
と
し
て
考
え
さ
せ
て
い
る
点
で
あ

る
。
『
壇
経
』
の

こ
の

よ
う
な
聖
位
と
し
て
の
祖
師
の
位
置
高
潮
が
、

や
が
て
慧
能
を
し
て
、

曾
て

「肉
身
菩
薩
」
と
い
う
予
言
か
ら

「
生
き
て
い
る
仏
」

へ
の
出
現

を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

肉
身
菩
薩
や
生
仏
と
は
、
身
体
そ
の
ま
ま
法
宝
の
意
味
で
あ
り
、
仏

や
菩
薩
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
聖
位
で
あ
る
。
従

っ
て
慧
能
の
説
法
を
仏
が

説
く
経
に
準
じ

「法
宝
壇
経
」
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

『
釈
氏
要
覧
』
巻
上
に
も
、
「
此
土
、
自
達
摩
西
来
距
曹
渓
能
大
師
、

六
人
得
称
祖
師
」
と
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
達
摩
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
仏
陀
正
伝
の
法
の
相
承
者
が
法
宝
で
あ
り
、
祖
師
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
玄
宗
朝

の
末
、
安
史

の
乱

(七
五
五
年
)
以
後
、
急
変

す
る
時
代
と
共
に
、
江
西
、
湖
南
等
地
を
中
心
に
、
馬
祖
、
石
頭
ら
が

り
ー
ダ
す
る
新
時
代
の
禅
宗
で
は
、
も
は
や
伝
法
相
承
者
と
し
て
の
祖

師
の
イ
メ
ー
ジ
を
脱
皮
し
、
新
し
い
祖
師
の
概
念
を
打
ち
出
し
、
謂
る

祖
師
禅
の
時
代
が
開
幕
さ
れ
た
。

『
宝
林
伝
』
巻
八

「
菩
提
達
摩
章
」
に
、
楊
衝
之
が
達
摩

に
、
「
西

国
五
天
で
師
に
継
ぐ
も
の
を
な
ぜ
祖
と
呼
ぶ
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対

祖
師
禅
に

つ
い
て

(
鄭
)
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し
て
、
達
摩
は
、

明
仏
心
宗
、
寸
無
差
磨
。
行
解
相
応
、
名
出
日
祖
。

と
答
え

て
い
る
。

こ
れ
は
祖
師
禅
の
精
神
を
最
も
端
的
に
い
い
表
わ

し
た
、
言
わ
ば
祖
師
禅
の
定
義
で
あ
る
。

こ
こ
に

「
明
二
仏
心
宗
こ

と
は
、
馬
祖
が
説

く

「
仏
語
心
為
レ
宗
、

無
門
為
二
法
門

一」
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
弘
忍
が
言
う

「十
二
部

経
之
宗
」
や
達
摩
の

「籍
レ
教
悟
レ
宗
」
の
継
承
で
も
あ
り
、
更
に
教
外

別
伝
の
世
界
を
通
徹
し
仏
陀
の
真
意

へ
帰
ろ
う
と
い
う
仏
教

の
復
古
運

動
の
帰
結

で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た

『
宝
林
伝
』
に
は
、
前
文
に
つ
づ
い
て
、

亦
不
観
悪
而
生
嫌
、
亦
不
観
善
而
勤
措
、
亦
不
捨
愚
而
延
賢
、
亦
不
拗
迷
而

就
籍
、
達
大
道
分
過
量
、
通
仏
心
分
出
度
、
不
与
凡
聖
同
踵
、
超
然
名
之
日

祖
。

と
い
う
。

こ
れ
は
、
前
引
の

「行
解
相
応
」
の
内
容
を
最
も
旦
ハ体
的
に

教
え
た
も

の
で
、
馬
祖
の

「
平
常
心
是
道
」
の
世
界
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
曾

て
達
摩
自
身
も

『
二
入
四
行
論
』
に
、
日
常
生
活
中
で
実
践

す
べ
き
徳
目
を
四

つ
に
纏
め
論
じ
た
事
も
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
祖
師
禅
の
精
神
は
、
従
来
の
教
学
仏
教
や
二
京
を
中
心

と
す
る
貴
族
仏
教
の
伝
統
と
権
威
主
義
を
全
て
脱
却
し
、
現
実

の
人
間

の
日
常
生
活
の
中
で
仏
教
の
真
理
を
具
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
儒
教
に
お
い
て
も
韓
愈
、
李
翔
ら
に
よ
っ
て
新

儒
教
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
即
ち
韓
愈

の
有
名
な

「
五
原
」
の
論
文
や

李
翔
の

『
復
性
書
』
、
仏
教
界
の
宗
密
の
『
原
人
論
』
等
は
、
当
時

の
思

想
的
背
景
を
何
よ
り
も
よ
く
反
影
し
た
論
著
で
あ
る
よ
う
に
、
長
く
伝

統
や
権
威
主
義
に
よ
っ
て
忘
れ
去
ら
れ
た
人
間
性
の
回
復

へ
の
思
想
運

動
が
萌
芽
し
、
人
間
性

の
肯
定
が
表
面
的
に
強
く
強
調
さ
れ
た
時
代
で

も
あ

っ
た
。
臨
済
が
主
唱
し
た

「無
位
真
人
」

は
、
正
し
く
馬
祖

よ
り

始
ま
る
祖
師
禅

の
人
間
性
回
復
運
動

の
結
晶
体

で
あ
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

人
間
的
宗
教

で
あ
る
祖
師
禅
の
仏
教
は
、
仏

陀
当
世
と
同
じ
く
問
答

の
世
界
、
対
機
説
法
が
行
な
わ
れ
た
し
、
し
か
も
そ
れ
は
日
常

の
言
葉

や
地
上
の
生
活
風
景
の
話
で
真
理
の
世
界
を
即
現
し
て
お
り
、

つ
い
に

仏
や
菩
薩
の
経
や
論
に
つ
づ
い
て
、
祖
師
た
ち

の
言
行
を
集
め
た
中
国

仏
教
独
自
の
語
録
が
出
現
し
、
そ
の
祖
師
禅
の
世
界
を
何
よ
り
も
よ
く

代
弁
し
て
い
る
。

曾
て
仏
陀
の
教
え
を
戒
定
慧
三
学
に
纏
め
た
謂
る
従
来
の
小
乗
仏
教

に
対
し
て
、
世
間
出
世
間
を
越
え
、
六
波
羅
蜜

の
実
践
を
主
張
す
る
大

乗
菩
薩
仏
教
が
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
の
改
革
運
動
で
あ

っ
た
な
ら

ば
、
そ
の
神
秘
や
理
想
に
満
ち
た
大
乗
仏
教
に
対
し
、
中
国
人
の
現
実

重
視
観
と
智
慧
、
言
葉
を
用
い
て
新
し
い
人
間

の
仏
教
、
中
国
的
な
仏

教

へ
の

一
大
宗
教
改
革
運
動
が
祖
師
禅
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
(註

省
略
)

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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